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延吉国際コンベンション・芸術センター 

 
                                        
 
   
 

延吉・図們江国際投資貿易商談会に出展 

 

 8月 28日から 30日にかけて、第 10回延吉・図

們江国際投資貿易商談会（延吉・図洽会）が延辺

州延吉市の延吉国際コンベンション・芸術センタ

ーで開催されました。新潟市の名前で商談会に出

展し、延吉市民に新潟市を㏚しました。 

今回の延吉・図洽会は「交流・協力・発展」を

テーマとして、410ブースを設けました。内 210ブ

ースは室内に、200ブースは室外にありました。外

国の出展者の中には、韓国の企業が 97ブースで圧

倒的に多かったです。日本からは新潟市、新潟県、

鳥取市、大阪府などの企業が出展しました。 

新潟市のブースは新潟県企業 3ブースの隣で、来

場者や延吉市民に新潟の都市観光情報を紹介しま

した。県 3社はいずれもキッチン用品を展示即売し

ていました。品物の価格は高いですが、品質がよい

ことから、購入した人も少なくなかったです。 

会展期間中、午前 10時ごろと午後 3時ごろが毎

日の人が混み合うピークの時間で、来場者の買物や

商品選びでにぎやかでした。私たちのブースには新

潟に関心のある人々が訪れ、旅行情報などを尋ねま

した。中には、子供が新潟に滞在している親たちが

わざわざブースまで来て、近いうちに子供に会うた

めの旅行で新潟へ行くと話しかけてくれました。延

吉には新潟と縁のある人は多いのかもしれません。 

延辺新聞網によると、開催期間中約 8000人の国内外の関係者が来場しました。契約され

たプロジェクトは 58件、投資額は計 382億元にも達します。主催者の話によると、延吉・

図洽会は来年開催しない方針です。これからは二年に一回で、第 11回は 2016年に開催す

ることになりそうです。（霍） 

 

       その他の交流など 

 
吉林省延辺朝鮮族自治州で８月２７日、「北東アジア企業発展フォーラム」が開かれまし

た。これは同自治州の企業連合会、企業家協会が主催したもので、海外からは日本、韓国、

ロシアから関係者が参加。「交流・協力・発展」がテーマで、５名が８０人を超える参会者

に講演しました。新潟から ERINA 経済交流部の穆堯芊研究主任が「北東アジア地域協力

と経済団体・中小企業の役割」について、自身が関わった経済交流の経験を交えながら発

表しました。 

 

 

 
中国北京市東城区建国門内大街 18号 
恒基中心 1－704号室  
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 この２か月、中国ではいろいろなことがあった。日本ではあまり大きく報道されなかっ

たが、９月３日、北京の抗日戦争記念館で「抗日戦争勝利６９周年記念式典」が習近平、

李克強など共産党、政府、軍の要人総出で盛大に開かれた。 

 日本では「第二次世界大戦」を一般的に「太平洋戦争」と呼び、主として米国との戦争

であったとしている。中国にとって先の戦争は「抗日戦争」である。第二次大戦における

対日戦争の主戦場は中国であり、日本軍国主義を打ち負かした主要な力は中国であるとし

ている。 

 普通なら来年の「７０周年」が節目なのだが、急いで６９年目の今年、このような大規

模な式典を行った意味は何であろうか。習近平指導部のブレーンでもある親しい学者は次

のように解説してくれた。①これは日本に対する、そして世界に対する一種のシグナル、

メッセージである。日本に対しては、「戦争を美化するような、一部の言論」に対するけん

制であり、世界に対しては「反ファッシズム戦争における中国の役割を再認識してもらい、

『中国脅威論』を払しょくする」。②日中関係改善の機運が高まっているが、対日関係改善

には「正しい歴史認識」は必要であり、この点で中国は妥協しないという表明。中国全人

代は今年２月、９月３日を「中国人民抗日戦争勝利記念日」にすることを決定している。

６９周年の式典の後、会場を人民大会堂に移し、座談会が開かれた。その座談会で習近平

主席は演説し、対日関係にも触れた。歴史認識に関する従来の考え方を述べるとともに、

次のように述べたのが目を引いた。「われわれが歴史の銘記を強調するのは、憎しみを引き

ずり続けるためではなく、歴史を鑑とし、未来に目を向けようというもので、皆がともに

平和を大切にし、平和を守り、中日両国人民が子々孫々友好を続け、各国人民が末永く太

平であるようにするためである」。「中国は日中関係の発展に努力し、長期的、安定的な発

展を望む・・・日中が長く平和友好関係を維持することは、アジアと世界の平和と安定を

守るというニーズにも合致する」。 

 北京で感じる「対日空気」は、日本の「右傾化」に神経を使っている反面、これ以上の

関係悪化は望まず、何とか関係改善を図ろうとするものを感じる。習近平主席が、福田康

夫元首相と非公式に会い、日中関係の改善について話し合ったのもその表れだろう。それ

は一般市民もそうで、大々的な「抗日記念」式典を行っても、反日運動が起きる気配は全

くない。式典に対しても冷静である。中国の訪日観光客数も増え続け、７月はトップの座

を奪い返した。日中経済は大きなマイナス影響を受けているが、何とか反転上昇させよう

という努力が双方の経済界で始まっている。まさに「和則両利、闘則倶傷」（和すればとも

に利あり、争えばともに傷つく）なのである。 

 さて、最近の中国経済であるが、現在は「産みの苦しみ」の中にあると言えるだろう。

中国の今年上半期のＧＤＰ成長率は７・４％で、通年の目標である７・５％を下回った。

中国のＧＤＰ成長率は例年下半期の方が上半期より少し高いので、通年で７・５％をクリ

アできるかどうか微妙なところだが、李克強首相は「強い刺激策や緩和策は採らない。７・

５％を多少下回っても構わない」と言い切った。因みにＩＭＦの予測（７月発表）は７・

４％である。中国指導部は、これまでの急成長を実現してきた「中国モデル」はもう通用

しないと認識し、経済構造の改革、転換を目指している。この過程で、製造業や不動産業

を中心に成長の減速感が目立っている。銀行の不良債権もじわじわと経済を圧迫している。

中国の４大銀行（工商、建設、農業、中国）のこの６月末の不良債権残高は合計３８４７

億元（約６兆５０００億円）で、２０１３年末に比べ１３・２％増加した。この８月に発

表された「新築住宅価格動向」によると、主要７０都市のうち約９割に当たる６４都市で、

西園寺 一晃先生の 
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【筆者プロフィール】 

西園寺 一晃（さいおんじ かずてる）氏  

１９４４年生まれ 
● 明治の元勲・公爵・首相・枢密院議長である西園

寺公望氏を曾祖父に持つ。 

● 西園寺公一（きんかず）氏（第一回参議院議員・日

中文化交流協会常任理事）の長男。 

● 北京大学経済学部卒業 

● 朝日新聞社に在籍中は，日中関係の調査研究室長な

どを歴任。退職後も中国問題の調査、研究にあたる。 

● 現在工学院大学客員教授，北京大学客員教授，伝媒

大学客員教授，北京城市大学客員教授 

前月より価格が下落した。上場不動産会社の１～6月の純利益は、不動産価格の下落で、前

年同期比７％減となった。しかし経済の実務を取り仕切る李克強首相は、大規模な財政出

動や大幅な金融緩和のような「強い景気刺激策は採らない」と言い続けている。 

経済面で最近目立つ言葉は「新常態」（ニューノーマル）だ。習近平主席、李克強首相と

も、最近度々この言葉を使っている。依然として中国社会に存在する、成長率１０％超え

の時代に戻りたい「夢よ、再び」的思考に「それはあり得ない」とし、「経済減速下の経済

構造改革」に平常心で臨めという意味であろう。中国経済の減速は、基本的には景気循環

によるものではなく、構造的なものであるとの考えだ。従って、成長の速度を犠牲にして

も、経済の構造改革を優先するという方針は、習近平指導部の確固とした既定方針のよう

だ。ただ政府は何もしないというわけではなく、小刻みな政策調整で景気を下支えする方

法は柔軟に採り続けるようだ。例えば、このほど中国人民銀行（中央銀行）は国有銀行５

行に、計５０００億元（約８兆７５００億円）の短期資金供給を決めた。景気減速に伴う

企業の資金繰り支援の意味を持つ。同時に零細企業向けには、減税措置の対象拡大を決め

た。利下げは当面しない方針だ。 

 市民生活を見ていると、景気減速を身に染みて感じている人は少ない。物価は定位安定

し、所得は増えている。最近若干買え控え傾向があるのは、習近平指導部が行っている反

腐敗、反贅沢運動の影響だ。特に公務員は、あまり大きな出費をすると、「その金はどこか

ら来た、賄賂を取っているのだろう」と言われるのが怖いのである。反腐敗については、

多くの市民が歓迎している。これまで「ハエ叩き」（腐敗した小役人を逮捕する）はしても、

「トラ退治」（腐敗した高級幹部を逮捕

する）はできまいと考える人は多かっ

たが、周永康（前党政治局常務委員）

を逮捕、前軍ナンバー２の徐才厚を逮

捕したことで、多くの人は「習近平は

本気だ」と思うようになった。抵抗勢

力は当然多く、市民の間ではまことし

やかに「習近平は暗殺されるのを覚悟

で、すでに自分亡きあとの体制を決め

ている」といううわさが流れている。

（止） 

 

  

  

 
 

 
  

 

  

 

■■お知らせ■■ 

 「ビジネス支援サービス」をご活用ください。 

 新潟市の中小企業、団体等が北京市内で経済活動を行うに当たり、様々な支援を行っています。   

お気軽にお問い合せください。詳しくはこちらから 

 http://city.niigata.org.cn/business_support_service.htm 
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